
活
動
要
旨

●
原
子
力
安
全
・
保
安
院
よ
り

福
島
の
事
故
及
び
５
月
６
日
の
国
に
よ
る
浜
岡
原
子
力
発
電

所
の
停
止
要
請
に
よ
り
、
立
地
地
域
の
皆
様
に
大
変
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
て
い
る
が
、い
た
だ
い
た
要
望
書
に
つ
い
て
大
臣
に
報

告
す
る
と
共
に
、国
の
中
で
情
報
共
有
し
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

●
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
よ
り

地
元
経
済
や
雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
受
け
皿
と
な
っ
て
い

る
中
部
電
力
に
対
し
て
、
雇
用
の
維
持
確
保
を
最
大
限
要
請
し
、

交
付
金
に
つ
い
て
は
、
発
電
所
が
停
止
し
て
も
運
転
し
て
い
る

も
の
と
し
て
算
定
・
交
付
す
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

●
議
員
の
意
見

・
４０
数
年
間
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
協
力
し
て
き
た
功
績

を
十
分
に
踏
ま
え
て
支
援
し
て
欲
し
い

・
国
の
緊
急
安
全
対
策
で
あ
る
防
波
壁
の
設
置
に
対
す
る
冠
水

対
策
を
講
じ
て
欲
し
い

・
自
然
流
下
で
原
子
炉
を
冷
や
す
淡
水
タ
ン
ク
の
高
台
へ
の
設
置

な
ど
具
体
的
安
全
対
策
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
要
望
書
の
全
文
は
裏
面
掲
載
）
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浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
運
転
停
止
を
受
け
て
御
前
崎
市
議
会
で

は
５
月
１９
日
午
前
、
名
古
屋
市
の
中
部
電
力
株
式
会
社
本
店
を
訪

れ
、
水
野
明
久
社
長
に
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
地
震
・
津
波
に
対

す
る
安
全
性
の
確
保
と
地
元
の
雇
用
・
経
済
対
策
を
求
め
る
要
請

書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

ま
た
同
日
午
後
、
御
前
崎
市
議
会
で
は
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
と
原
子
力
安
全
・
保
安
院
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
の
な

か
で
、
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
の
徹
底
と
救
済
的
財
政
支

援
を
求
め
る
要
望
書
を
海
江
田
万
里
経
済
産
業
大
臣
宛
に
提
出
し

ま
し
た
。

■
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
及
び

原
子
力
安
全
・
保
安
院

活
動
要
旨

●
水
野
社
長
よ
り

要
請
事
項
の
検
討
を
行
い
、
更
な
る
津
波
対
策
に
全
力

を
挙
げ
て
努
力
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

●
議
員
の
意
見

・
防
潮
堤
を
作
る
こ
と
に
よ
る
二
次
災
害
の
防
止
策
を
講

じ
て
欲
し
い

・
停
止
の
間
に
健
全
性
の
確
認
を
行
う
こ
と

・
老
朽
化
、
経
年
劣
化
し
て
い
る
箇
所
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー

ル
を
お
願
い
し
た
い

・
経
済
対
策
や
地
元
企
業
の
雇
用
確
保
に
つ
い
て
配
慮
し

て
欲
し
い

・
安
全
対
策
の
早
期
実
現
を
要
望

・
日
本
で
一
番
危
険
な
原
子
力
発
電
所
と
言
わ
れ
て
い
る

の
で
努
力
し
て
、
世
界
で
一
番
安
全
な
原
子
力
発
電
所

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
要
請
書
の
全
文
は
裏
面
掲
載
）

■
中
部
電
力
株
式
会
社
本
店


